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Dream

ぼくの
わたしの夢

　今月の表紙は市消防出初式での一枚で
す。陽光を浴びながらはしご登りの演技
を行う勇壮な姿を撮影しました。当日は、
初放水や３年ぶりのはしご登りを一目見
ようと、多くの市民があらみや公園に詰
めかけていました。出初式の写真は市ホー
ムページにも掲載していますので、ぜひ
左記二次元バーコードから見てください。
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　外遊びが大好きな年中組では「晴れてるからお外
で遊べるね」「見て！長い飛行機雲あるよ！」など、
空の様子に興味を持つ姿が多く見られるようになり
ました。空を観察する中で天気が晴れと雨だけでは
ないことに気付き、お天気調べが始まりました。
　中でも、子どもたちが興味を持ったのは「カエル
が鳴くと雨が降る」「ツバメが低く飛ぶと雨」など、
自然現象や生き物の行動から天気の変化を予測する
言い伝えです。ある雨の日、「まつぼっくりが閉じ
ると雨」という言い伝えを覚えていた子が集まり「本
当に閉じるんかな？」「ぱたん！って閉まるんじゃ
ない？」とまつぼっくりの観察が始まりました。閉
じたまつぼっくりを見つけると、「見て！このまつ
ぼっくり開いてないよ！」と図鑑の写真と見比べ、
発見したことを知らせ合っていました。また、雨が
止んだ夕方の空に虹がかかると「すごい！」「大き

い虹だね！」と喜ぶ子どもたち。「雨の後って本当
に虹なんだね。お歌と一緒だ！」と、大好きな歌の

『にじのむこうに』を思い返す姿がありました。
　さまざまな知識を得た子どもたちは「他の人に
も教えてあげたい！」という気持ちが大きくなり、
12 月に行われた表現会でお家の人に向けて発表す
ることにしました。わかりやすく伝えるために必要
な道具を自分たちで考えて作り、知らせたいことを
一人一人が伝える場になりました。
　寒さが本格的になり、雪が降ると「雪のお天気
だ！」「パチパチって音がした」「小さくて丸いから
あられだね」と雪の種類を友だちと話し、「今降っ
てるのはどんな雪？」「みぞれかな？」と観察や実
際に触れることを通して雪調べを楽しんでいます。
　身近な天気観察を通して季節の変化を楽しみ、子
どもたちの発見や気付きを大切にしたいと思います。

今日はどんなお天気かな？
押野保育園

100広告募集中
１　枠：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
市民協働課（☎227－6056）




